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る光干渉断層計(Optical coherence tomography: OCT)を用いて抗VEGF薬治療後の視力
予後を治療前所見から部分的に予測が可能となってきた。 
 
AMDに伴うSubretinal hyperreflective material (SHRM)があると治療後の視力改善
が不良だと米国で行われた大規模臨床試験 Comparison of age-related macular 
degeneration treatments trial (CATT study)で報告がある。SHRMはOCT上の所見で、



















は網膜外境界膜途絶 (P=0.015)、classic CNV (P＜0.001), 網膜嚢胞様浮腫(P=0.008)、治
療後 3 ヶ月では SHRM 残存 (P＜0.001), classic CNV (P=0.032), ポリープ状病巣 



















  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和２年２月５日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
